
平成１９年度 川崎市高津スポーツセンターの管理運営に対する評価について

１　指定管理者

(1)指定管理者名

(2)指定期間  平成１８年４月１日から平成２３年３月３１日まで

(3)業務の範囲

２　管理運営に対する評価

平成１９年度管理運営の状況 評価及び指導

（１）基本的な運
営方針

  地域社会のニーズに対応し、誰もが気軽にスポーツに
親しみ、利用出来る施設という基本方針をスタッフミーティ
ング等で徹底を図り、利用者対応、事業の企画立案、運
営計画等に反映させるよう努めた。
  本年度は地域スポーツ活動活性化、中高年健康づくり
推進、幼児・児童生徒スポーツ活動推進等を重点とし、そ
れぞれの事業を年間活動計画に位置づけ、通年活動に
改め実施した。その中には、高齢者健康づくりやメダボ
リック症候群対策などを積極的に取組んだ結果、高齢者
の明るく元気な姿が、スポーツセンターにあふれるように
なった。また、幼児・親子スポーツ教室では、通年実施に
改めた結果、好評の中で、来館する「若い母親」同士のコ
ミュニケーションが深まり、子育てに関する情報交換の場
としても成果が現れている。
　また、区の保健福祉センター等との連携を進めていくた
めの「運動の日」の方策を立案し、参加者の増加など成果
を上げている。

  公の施設としての理念を尊重
し、社会体育施設としての役割を
果すよう努めている。
  地区スポーツセンター及び社会
体育施設としての基本方針を確
立し、事業実施・運営等に反映さ
せるよう努めており高く評価する。
   今後もスポーツ振興の区の拠
点として、今日的諸課題や行政課
題の解決、施設・機能の一層の有
効活用に留意し管理運営・事業
展開を図ること。

（２）維持管理等
の再委託

  維持管理業務を建物総合管理（設備保守等の計９業
務）として一括発注を行い、トレーニング室（有資格者常
駐配置及び運営業務）を委託実施した。
  受託管理業者とは常に連携を図り、補修・修繕等に敏
速に対応し施設の安全管理をはじめ館内衛生管理の徹
底に努めた。
  朝･昼･夜間の清掃活動を行い常に館内の清潔に配慮
し、館内が衛生的に管理されていることから来館者の好
評を得ている。

  再委託業務を総合管理業務とし
て集約発注を行い経費の節減に
努めている。事業者と連携を図り
円滑な運営体制を確立し補修・修
繕にも迅速に対応している。効果
的・効率的に事業実施していると
評価する。
  今後も再委託業務について監
督責任を果たし、適切な施設管
理に努めること。

（３）広報活動 ①広報誌の定期的な発刊
  月に一回、生涯スポ-ツ情報や地域スポーツ情報の発
信、スポーツ活動等への啓発記事、ニュースポーツの紹
介などを中心 としたスポセンニュースを発行し町内会の
協力を得て地域の回覧板等に折込することができた。
②インターネットホームページ常設
   リアルタイムに情報を提供するホームページを常設し新
教室の紹介や施設空き情報を毎日更新した。ＨＰのヒット
数は年間２５,０００件あり大きな成果があった。
③地域ミニコミ紙の活用
  地域情報紙に掲載を依頼し、年２回、スポーツセンター
の情報提供を行っている。また、スポーツ関係情報誌とも
連携を図り高津スポーツセンターのＰＲに努めている。

  広報紙を毎月発刊するとともに、
町内会や各種情報誌等の協力を
得て広報活動を行うなど積極的な
取組みが成されている。
  利用者拡大に向けての広報だ
けでなく、各種スポーツ情報を掲
載するなど地域スポーツ活動の
活性化や啓発にも考慮しており高
く評価する。
  自己モニタリングやアンケート等
をとおして広報効果についても検
証を行っていくこと。

 ＳＥＬＦ高津ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ事業体 （川崎市高津区宇奈根607番地）
 （構成団体：株式会社 カワサキスポーツサービス、高津総合型スポーツクラブ ＳＥＬＦ）

 ・施設全般の管理運営に関する業務
 ・施設設備の利用提供に伴う業務
 ・建物及び附属設備の維持保全に関する業務
 ・生涯スポーツ振興事業の実施等に関する業務
 ・スポーツ行政等への協力業務
 ・指定管理に付随する業務
 ・その他施設の管理運営に関する業務

評価項目

１　総合的な運営状況



①休館日・開館
時間

・休館日：年間 １８日間
・開館時間：９：００から２１：３０まで
  大会利用等に伴う利用時間延長（開館時間の延長・早
朝の利用）の要望へは必要に応じ対応した。休館日の一
部開館も行った。

  利用者へのサービスの向上と地
域への影響について充分に考慮
し取組みがなされている。
  今後も効率的・効果的な管理運
営への取組みに努めること。

②利用料金 ①条例と同額にて設定
専用利用料金（平日アマチュアスポーツ入場料無料の場合）

個人利用料金（カッコ内：６歳以上２０歳未満の者２０歳以上の学生）

②条例外の割引サービスの設定
・個人利用回数券の設定
 6枚綴り（5枚分の料金）の回数券を設定している。

  条例に基づいた利用料金が設
定されている。
  割引率と利便性を向上させた個
人利用回数券の設定は利用サー
ビスの向上が図られていると評価
する。
  公平性・平等性及び受益者負
担について留意し利用料金の設
定を行うとともに、利用者の利便
性や利用サービスの向上に努め
ること。

③諸施設の活用
と提供サービス

  通路や共有部分を活用し掲示板や情報コーナーを設
置するなどしてスポーツ関係・文化関係・学校･行政等に
関する情報や地域の情報を掲示し来館者から好評を得
ている。
  また、利用者の交流の場とし談話室を有効活用し、テー
ブル・椅子８セット（４０名利用）を設置した。利用者の相互
の和やかな会話も弾み交流の場として好評であり、満足
度も非常に高い。

  通路や共有部分等施設の有効
活用により情報サービスの向上が
図られている。
  施設の有効活用への精力的な
取り組みがなされており、スポーツ
活動をとおした地域コミュニティの
場となるよう努めている。

④個人情報保護
や情報公開の取
扱

  法令に基づき独自の規定「高津スポ－ツセンター個人
情報保護規程」を策定し、情報管理責任者を選任するな
どして定期的に点検を行った。さらに、スタッフへの周知
徹底を図るため個人情報保護に関する研修会を実施し
取扱いの適正化を図った。
  今年度は情報開示請求はなかったが、速やかに対応で
きるよう運営管理に関する情報の整理・保管を行った。

  独自に個人情報保護に関する
規定を設け適正な管理に努め、
情報公開についても迅速な対応
に留意しており評価できる。
  個人情報の適正な取扱・管理に
ついて今後も徹底すること。

⑤利用促進   館内に最新空き情報掲示板を設置し、施設の空き状況
を明確にしたため各種団体・地域団体の利用が増加し、
各施設の稼働率を上げることができた。
  市民の要望に応え、子育て支援の一環として幼児親子
スポーツ教室の実施し、中高年の健康づくりのための事
業を通年に渡って実施した。また、高齢化社会という時代
に沿った課題に向けた事業として、保健福祉センターと連
携し水中運動を取り入れた生活習慣病予防等を取り上げ
た事業を実施した。

  施設空き状況の積極的な広報、
市民要望への対応、社会的課題
への取組みなど、精力的な取組
みについて高く評価する。
  今後も利用促進に向けた事業
展開を図るよう努めること。

２　管理業務の実施状況

種別 午 前 午 後 夜 間 全 日 

大体育室 6,300 円 9,300 円 12,800 円 28,400 円

小体育室 2,500 円 3,700 円 5,100 円 11,300 円

第 1 武道室 900 円 1,500 円 2,000 円 4,400 円

第 2 武道室 900 円 1,500 円 2,000 円 4,400 円

研修室 1,600 円 1,900 円 2,800 円 6,300 円

 
種別 午 前 午 後 夜 間

大体育室 

小体育室 

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ室 

第１武道室 
第２武道室 

200円 

(100円) 

200円 

(100円)

200円 

(100円)

 



⑥人員配置   総括責任者及び副責任者には教員資格・健康運動指
導士等資格を有するもの、会社経営経験者を配置した。
  専門部所には経験を有したものを配置し地域の人材を
パートタイムで雇用したことにより必要に応じた人員配置
が効率よく臨機応変に実施できた。

総括責任者１名、副責任者１名、管理担当主任者１名、
管理担当8名、事業担当主任者１名、事業担当4名

  適正な人員配置を行なってい
る。
  施設運営時の人員体制につい
ても効果的及び効率的な運営に
努めている。
  今後もスポーツ振興という特性
を有する施設の管理運営であるこ
とに留意し人員配置を行うこと。

⑦人材育成   今年度は接客マナー研修、接客話法・服装について、
防災訓練・心肺蘇生法研修、接客話法・クレーム処理に
ついて、AED・心肺蘇生法研修、事務管理研修（ふれあ
いネット）、トレーニング室登録制導入に伴い個人情報管
理等の研修を実施した。

  スポーツ施設の管理運営に必
要な人材育成に取り組んでいる。
  今後も管理運営従事者に対し
資質向上と責任意識の向上を図
るよう努めること。

⑧危機管理   危機管理の基本計画を策定し、火災訓練、災害時避難
誘導訓練を実施した。また、迅速な対応ができるように危
機管理研修の実施のほか、自主防災計画の掲示、書類
の整備をスタッフに徹底した。

 緊急時に備えた危機管理計画の
策定や防災計画の作成・掲示な
ど危機管理に努めている。
 今後も日常の防災管理の徹底を
図り、施設の安全管理に努めると
ともに、緊急時に備えた体制の整
備、スタッフの研修・訓練に努める
こと。

①施設利用提供
業務

  館内の利用環境の向上のため有線放送によるBGM提
供や館内観葉樹設置、常に清潔な館内管理等を行った。
 大会イベント等による利用の際の事前打ち合わせについ
て、来館による事前打ち合わせだけではなく、利用者の
ニーズに合わせて電話やメール等を用いるなどのサービ
スに努めた。

利用者数（Ｈ１９年度）

  利用環境の向上への精力的な
取組みがなされている。
  施設利用提供に際しては公平
で平等な利用を確保し、利用環
境の維持・向上を図り、利用者の
満足度を高めるよう努めること。

３　事業実施状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月   

12,797 14,888 15,360 14,503 11,569 14,246   

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計 

14,896 15,140 12,586 12,106 13,826 14,984 166,901

 



②個人開放事業
（スポーツデー）

  プログラムの策定には、利用統計やアンケート、他施設
の状況把握、地域ニーズの調査等を実施した。
  利用者の要望に応え個人開放事業の参加機会を拡充
するため施設の空き時間の有効活用を積極的に行った。

  ニーズに関する情報収集を精力
的に行い、施設の空き時間を有
効活用するなどして、効率的・効
果的にプログラム実施していると
評価する。
  今後も多くのニーズに対応でき
るよう努め、特に社会的課題や地
域的課題等にも留意すること。

③スポーツ教室
事業や地域にお
ける生涯スポー
ツ振興の推進に
必要な各種事業

　幼児期には、親と子のスポーツ教室の開催。児童生徒
期には、体操、テニスバドミントン、卓球等の教室事業や
バスケットボール、卓球、バドミントン、武道等の個人開放
事業。成人期には、エアロビクス、バドミントン、卓球、各
種ダンス、武道等の開放事業や太極拳、ヨガ、ボクササイ
ズ等の各種健康づくり教室開催事業。中高齢者期には、
太極拳、ヨガ、３Ｂ体操、コア体操等の健康づくり教室事
業や生活習慣病予防・メタボリックス症候群予防運動をは
じめバドミントン、卓球、ゲートボール等の開放事業等を
実施した。

スポーツ教室（延べ人数）

スポーツ振興事業

  地域団体や民間スポーツ施設と
の連携など精力的な取組みがな
されており高く評価する。
  今後も多くのニーズに対応でき
るよう努め、特に社会的課題や地
域的課題等にも留意すること。
  また、教室終了後の活動支援等
についても検討すること。

期 日 内  容 参加者数

毎週月曜 
ヘルスパートナー

バスケットボール

41,871 名

毎週火曜 

卓球 

エアロビクス 

健康体操 

バスケットボール

毎週水曜 
バドミントン 

ヨガ 

第 2・4 水曜 卓球 

毎週木曜 

エアロビクス 

健康体操 

コア体操 

柔道・剣道 

第 1・3 金曜 卓球 

第 2・4 金曜 バドミントン 

毎日 トレーニング室 43,248 名

 

期 日 対 象 内  容 参加者数

5/11～7/25 

5/7～9/26 

5/9～9/28 

4/5～3/27 

4/2～3/31 

7/23～3/31 

4/6～3/14 

4/6～3/14 

1/10～3/13 

4/4～3/19 

9/18～11/27 

15 歳以上 

15 歳以上 

15 歳以上 

15 歳以上 

15 歳以上 

小学生 

3・4・5 歳児 

小学生 

15 歳以上 

2･3･4 歳児 

15 歳以上 

ボクササイズ 

ピラティス 

アロマストレッチ 

フラダンス 

テニス 

ジュニアテニス 

幼児体操 

児童体操 

バドミントン 

親子スポーツ教室

太極拳 

264 名

353 名

139 名

1,729 名

1，059 名

356 名

1,851 名

1,631 名

176 名

4,712 名

266 名

 

事業名 期 日 参加者数

体育の日記念事業 10 月 8 日 264 人

高津健康塾 毎週 3 日 684 人

 



④スポーツ情報
の提供及び相談
業務

  ホームページの充実を図りさまざまなスポーツ情報をリ
アルタイムに発信した。
  相談業務ではトレーニング室に健康運動指導士を４人
配備し常に健康相談に対応できるよう体制を整え、主に
中高年を対象にした運動の指導と相談は好評を得てい
る。

  ホームページによる情報提供や
健康運動指導士による健康相談
体制整備など、情報提供や相談
業務について精力的な実施がな
され評価できる。
  今後も相談業務の充実と、ス
ポーツ活動の拠点として、情報収
集や相談ができる施設となるよう
努めること。

⑤指導者・ボラン
ティアの育成

 地域の指導者とのネットワーク化を図った。特に子育て
支援・高齢者健康づくり支援等の指導者を中心に活動を
推進している。
  活動の場として、スポーツセンターにおける事業全般で
の登用のほか、総合型地域スポーツクラブ、町内会・自治
会など地域活動を視野に入れ展開している。
  地域のボランティアグループとのコミュニケーションを密
に行い各種イベントへの参加や指導者の派遣も行った。
　保育ボランティアの研修会を実施した。

  地域指導者のネットワーク化へ
の取組み、指導者の事業運営へ
の登用や地域活動への展開な
ど、精力的な取組みがなされてい
ると評価する。
  今後も人材育成及び活動の場
づくりに努めること。

⑥自主事業に関
する事項

  利用者からの要望により、清涼飲料水の自動販売機を1
台増設し、計3台を設置し、ペットボトルのスポーツドリンク
を中心に販売を行った。また、価格を一般自動販売機より
値引き提供した。
  スポーツ用品販売も実施した。シャトルや卓球玉は利用
が多かった。また室内履きを忘れる利用者の為、シューズ
のレンタルを実施し需要が多い。

  自販機設置をはじめ、スポーツ
消耗品の販売やシューズのレンタ
ルなど利用者の利便性の向上に
つながる自主事業の積極的な実
施がなされている。

①年間収支 平成１９年度 決算額  （単位 千円）   積極的な施設環境の整備やス
ポーツ振興事業の拡充を行いな
がらも支出超過することなく安定し
た管理運営を行っている。
  今後も利用者サービスの維持・
向上に留意した上で効果的・効
率的な運営に努め、安定した管
理運営を継続するよう努めること。

３　管理運営に対する全体的な評価

４　来年度の管理運営に対する指導事項等

  今後も幼児から高齢者まで市民誰もが地域で気軽にスポーツを楽しめるスポーツの拠点として、生涯スポーツを通
じてのまちづくりを目指すとともに、市民の健康・体力の維持・増進やスポーツ活動の推進に努め、生涯スポーツの
振興を図るよう努めること。
  また、公平で平等な利用を確保しつつ、経済効果にも留意し、公共性と効率性との両立を目指すよう努め、サービ
ス水準の向上と効率的な管理運営による経費節減に努めること。
  自己モニタリングやアンケート等による検証や教室終了後の活動支援等の検討など上記の「評価及び指導」欄に
記した指導事項に留意し管理運営を行うとともに、総合型地域スポーツクラブの育成・支援、地域との連携によるス
ポーツ振興事業のほか、地域の活性化、高齢化対応、子育て支援、障害者スポーツ振興、健康都市づくりなどの行
政課題の解決にも留意し、事業展開を図ること。

４　収支状況

  公の施設としての理念を尊重し、社会体育施設としての役割を果すよう努めている。
  地域のスポーツ振興を担う施設として、スポーツ活動の場を提供するとともに、プログラムを含めた参加機会の提
供、地域スポーツ活動の支援や意識啓発、地域人材の育成等に積極的に事業展開を図っている。
  総合型地域スポーツクラブである団体特性を生かし、積極的に地域人材のスポーツ振興事業及び運営管理への
登用や参加を推進するとともに、積極的に地域との連携・融合に努めており高く評価する。
  また、保健福祉センターや民間スポーツ施設等と連携した事業実施に取り組むとともに、今日的課題に積極的に
取り組んだスポーツ振興事業の企画・実施など、地区スポーツセンターの役割を果たすべく努めており高く評価す
る。

指定管理委託費 47,000 

利用料金収入 25,908 

事業収入他 11,802

収入

収入 計 84,710 

管理運営費 70,170

事業費 12,047

支出

支出 計 82,217

収支差額 2,493 

 


